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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀末から 20 世紀初頭のフランスで、ジャーナリスト兼作家として活躍したジャン・
ロランの作品について、従来のデカダンス的解釈を脱し、世紀転換期の文学作品におけるジャーナリ
ズムの功績という観点から考察するものである。美的に洗練された「室内」に閉じこもるという、世
紀末に特有の感性に対抗するものとして、ロランが大衆向けジャーナリズムのなかで磨き上げた「噂
話の詩学」というスタイルについて考察し、文学とジャーナリズムの融合を図ったロラン作品の新し
い意義を探る。 
 序論では、本論文が喚起するロラン作品の今日的問題意識を提示し、構造分析的アプローチによる
筆者の立場を明確にする。 
第一章では、ジャーナリストとしてのロランの経歴の確認および先行研究の点検を通じて、過剰な
デカダン趣味の文脈の中で捉えられてきたロラン像への異議を申し立て、ジャーナリスティックな語
りの構造を理解するための、本論文における視座を提示する。 
 第二章では、「室内」に閉じこもる感性の限界に気づいていたにもかかわらず、ロランがおとぎ話
集『象牙と陶酔のお姫様』で、「人工楽園」のテーマを扱ったことの背景について考察する。同時代
の都市生活を舞台とする《倒錯》した「おとぎ話」が流行するなかで、ロランは郷愁に満ちた子供時
代の体験から、伝統的なおとぎ話の復権を願いながらも、実際にはそれがジャンルとして崩壊してい
ることを意識していたのであった。以上の観点から、ロランのおとぎ話では、世紀転換期にその矛盾
を露呈するかたちで有効性を失いつつあった「人工楽園」という文学的テーマが、「滅び」として位
置づけられていることを検証する。 
 第三章では、代表作『フォカス氏』について、主人公フレヌーズによる蒐集家イーサル殺害を、ユ
イスマンスの『さかしま』を典型とする、蒐集家の閉じこもる感性の終焉をあらわす象徴的な身振り
として考察する。実在する蒐集家への否定的な言及、蒐集した事物を言葉としてカタログ化するとい
う文学的モデルへの語りのレベルでの懐疑、蒐集家であることをやめた人物としてのフレヌーズの分
析などを通じて、当時の美的・文学的価値観の変遷をたどりつつ、蒐集家殺害のうちに描かれる世紀
末的審美観の限界性を明らかにする。 
 第四章では、ジャーナリズムの機能と密接に結び付いた「噂話の詩学」というべき語りの構造を分
析する。会話で構成されることの多いロラン作品においては、各話者が語るのは相対的な「真相」で
しかなく、噂話という言説の遊戯性が保たれている。語り手への不信、さらには「真相」そのものの
不在といった要素とともに、新聞連載小説という形態を利用し、ジャーナリズムというメディアのな
かにこそ新しい「伝説」が誕生するとした、ロラン作品の可能性を提示する。 
 結論では、ロランを「ジャーナリスト作家」の系譜ともいうべき新しいスタイルを模索する作家と
して捉えなおし、けっして知りえない「真相」という、20 世紀の混迷の世界をも視野に入れた作家
であることを確認した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 フランス世紀末から 20 世紀初頭にかけて活躍し、著名なジャーナリストでもあったジャン・ロラ
ン(1855-1906)は、今日では極めてマイナーな作家として文学史の片隅に追いやられている。本論文
は、その乱脈な私生活をもってデカダンスの作家であるとする従来の見解を批判する立場から、ロラ
ンを、「噂話の詩学」と呼ぶべき手法へと導いたそのジャーナリズム体験に注目しつつ、世紀末的審
美観の限界を見据えていた作家として復権させようというものである。 
 序論では、作品の構造分析的アプローチに主眼を置きつつ、ロラン作品のアンチ・デカダンスの傾
向を、そのモチーフが機能しなくなった世紀転換期の諸問題という点からこそ解明しようという本論
文での問題意識が明確にのべられている。 
 第一章では、そのジャーナリストとしての経歴の確認、当時の文学史的・文化史的状況についての
検証、先行研究の点検を行いつつ、「ジャーナリスト作家」という視点からロラン作品を再評価しな
くてはならないとする、本論文での視座を明示する。 
 第二章では、「人工楽園」の味を知りつつも、これを乗り越えようとしたロランが、おとぎ話集『象
牙と陶酔のお姫様』でなおも楽園の閉鎖空間を描き出した理由について考察する。近代化に伴うおと
ぎ話というジャンルそのものの変質を意識しながらも、彼があえて伝統的なおとぎ話の形式で描いた
「人工楽園」は悲劇的結末をもたらさずにはおかない病としてあるのであり、ここにはむしろ世紀末
的感性の衰退過程を見るべきであるとした指摘は妥当なものであるといえる。 
 第三章で、論者は、ロランの代表作『フォカス氏』においては、蒐集家の主人公を登場させている
にもかかわらず、ゴンクール風の蒐集癖が否定的に描かれていることを指摘、ここには息詰まるよう
な蒐集家の閉じこもる感性への異議申し立てをみるべきであるとする。蒐集家殺害のテーマの分析を
通じて、この作品のうちには、むしろアンチ・デカダンスとも言うべき新しい感性がみられるとした
その主張は十分に説得的であると評価される。 
 第四章では、語り手達が話題の現場に踏み込もうとはしないこと、またその語りの真実性も低いこ
とから、ロラン作品にあっては、閉鎖空間内部の謎の解明よりも、噂をする行為そのものに重点がお
かれているとされる。ジャーナリズムの手法から生れたこの「噂話の詩学」は、遊戯性というロラン
文学の本質を示すものであると指摘した点は評価にあたいする。 
 結論では、その「噂話の詩学」が当時のジャーナリズムと文学の関係をあらわすスタイルとして注
目にあたいするという点、そして、もはや解明できない他者の謎というモチーフのもとに 20 世紀を
予見した作家であるという点から、ロランは、文学史のなかに新たな位置づけをあたえられるべき作
家であると、正当にも指摘した。 
 本論文の意義および新しさは、世紀転換期にあたり目を室外へと向けるナチュリスムのような文学
が流行し出すなかで、従来デカダンスの作家としてのみとらえられてきたジャン・ロランを、古いも
のと新しいものの間で屈折したアンチ・デカダンスの作家として描き出し、その新しい時代の中に位
置づけた点にある。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
 
